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国 木 田 独 歩 



えし かば、 先の 旅客、 この 恩い ずれの 時 かむ く ゆべき、 

身 を 終わる まで 忘れ じと いいて 情け深き 人の 手 を 執り 

のち 5* ほえ 

ぬ。 後の 旅人 は 微笑みて 何事 もい わざり き。 家に 帰ら 

ふるま い 

ば 世の 人々 にも 告げて、 君が 情け深き 挙動 言い 広め、 

文に も 書きと めて 後の世の 人に も 君が 名歌 わさば やと 

たびびと ほほえ 

先の 旅客 言いた しぬ。 情け深き 人 は 微笑みて 何事 もい 

ふた リ みち 

わざり き。 かくて この 一 一人 は 連れ だち て途 をい そぎぬ。 

路 はいよ いよ 危うく 雪 はます ます 深し。 一 人つ まずき 

ぬ。 一人 あな やと 叫びて その 手 を 執りぬ。 二人 は 底 知 

お う せんしゅう ばんこ 

れぬ 谷に 墜ち 失せたり。 千秋 万古、 ついに この 二人が 

たびびと 

ゆくえ を 知る ものな く、 まして 一 人の 旅客が 情けの 光 



栄えて 年々、 花咲き、 うまき 実 を 結べば、 道 ゆく 旅客 

ら はちぎ りて 食い、 その 渴 きし 喉 をうる おしけり。 

おとめ 

され ど たれ ありて、 この 梅 を ここに まきし 少女の この 

世に ありし や 否や を 知らず。 

(明治 三十 一 年 四月 作) 
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